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湯川支店がOPEN！ 開店式を実施

紀州地域本部は、地域とのつながり
強化の一環で、みかん、ウスイ、キヌ
サヤ、ミニトマトを南部高校に提供し、
食と農園科調理コースの生徒がこれら
の食材を使ったお弁当を作りました。12月11日には、JAの直売所 ほんま
もんふるさと産地直売所で販売し、「お
かずの種類が多くて健康的」「味付けが
美味しい！」と大好評で完売しました。
今後もインスタグラムや店頭で販売日を
お知らせします。

紀州地域本部
では組合員の皆
さまにJAについ
てより深く知っ
てもらい、組合
員としての在り
方についても理
解を深めていた
だきたいという
思いから「紀州
フレンズ」を募集し、第3回目の企画として、印
南町のハウスにてミニトマト（優糖星）の収穫
体験を行いました。当日は15人が参加し、ミニ
トマト部会の皆さま・営農指導員によるサポー
トのもと体験。参加者は収穫したてのミニトマ
トをその場で試食し、甘さや新鮮さに驚いてい
る様子で満喫していました。

紀州地域本部は、こども食堂への贈呈に続き、
いなみこども園といなみっ子交流センターにも「ゆ
らっ子」5kgを計9箱贈呈しました。当日はJAの役
職員が園を訪問し、「美味しいみかんを持ってきま
した。みかんを食べて、元気に冬を過ごしてくだ
さいね」と子どもたちに声をかけながら、みかん
の箱を手渡しました。みかんを受け取った子ども
たちは、にこにこ笑顔でとても嬉しそうな様子で
した。贈呈したみかんは、今後おやつなどに活用
していただけるとのことです。

南部高校 × 紀州地域本部　
コラボ弁当を販売！

1
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老朽化に伴い、昨年5月より新築工事を進めていた湯川支
店が、1月13日に待望のオープンを迎え、これを記念して開
店式が行われました。当日はJA関係者や施工業者などが出席

し、芝副組合長より「こ
れまで耐震構造などに
不安がありましたが、
皆さまのご協力のおか
げで、立派な支店が完
成しました。今後も組
合員の皆さまのために尽くせるJAでありたい」と挨拶があり
ました。新しい湯川支店は、鉄骨2階建て延べ床面積545.34
㎡の建物です。広々とした駐車場や多目的トイレ、個別の相
談室など、利用者や職員にとって快適にご利用いただける設
備が整っています。大土支店長は「今後も地域の皆さまに寄
り添った支店となれるよう、一生懸命努めてまいります」と
話します。

各地でみかんの消費宣伝を実施
12月中旬～下旬にかけて、東京・大阪のスー
パー7カ所でJA職員が早生みかんの消費宣伝を行
いました。職員がお客様に「今年のみかんは糖度
が高いです！」と声をかけながら、紀州産のみか
んをPRし、試食されたお客様からは「やっぱり
和歌山のみかんは美味しい！」と大好評。その場
で購入される方も多くいらっしゃいました。

第3回「紀州フレンズ」
ミニトマト収穫体験

いなみこども園・いなみっ子交流センターに「ゆらっ子」を贈呈！

フレッシュマート
インスタグラム

ほんまもん
インスタグラム

紀州地域版
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1月17日、女性会主催のくのいちフェスティバルが
開催されました。女性会員をはじめ、印南町周辺で活
動されているゲストの皆さまにもご協力いただき、販
売や体験コーナーなど幅広いジャンルのブースが設置
されました。当日は天候にも恵まれ会場は終始大賑わ
いとなりました。

くのいちフェスティバル
第９回 in 印南町体育センター

今年も豊島美雪アナウンサーと
和歌山県住みます芸人わんだーらんどの
お二組が会場を盛り上げてくれました。

フラダンスサークル「ロコガールGOBO」

いなみブロック「ダンスサークル」

御坊北ブロック藤田支部「ハーブティー」

和歌山琉風会

わんだーらんど

いなみこども園

かつお節削り体験

みなべブロック「スコップ三味線サークル」

古家学さん 川井聖子さん

ステージ

販売・体験ブース

紀州
競り市

女性会
サークル発表

市場の皆さまにご
協力いただ

き、紀州の特産品な
どを参加者

が競りました。会場
は熱気に溢

れ大盛り上がりでし
た‼

うすい
豆まき

最
後
は
、
毎
年
恒
例
の

う
す
い
豆
ま
き
で

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

青年部も

盛り上げ
て

くれまし
た！

紀州地域版
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12月中旬～下旬にか
けて、がいなポートや
畑野集荷場ではお正月
用のスターチスの出荷
が行われ、京阪神や関
東の市場を中心に全国
へ出荷を行いました。
今年産は猛暑の影響で
例年よりやや出荷本数
は少なめでしたが、品
質は上々でした。これ
からは3月のお彼岸の
需要期に向けて出荷の
ピークを迎えます。

116

1 5
地域本部にて年賀式を行いました。はじめに阪本地域本

部長より年頭の挨拶があり、その後、資格取得者表彰が行
われ30名の職員が表彰を受けました。

年賀式

1月9日に八朔・甘夏目揃え会、1月15日に不知火・はる
み目揃え会を、紀州選果場、ゆら集荷場などで開催しました。
柑橘営業担当者からは、全国の産地状況について説明があり、
今年度は全国的に中晩柑の出荷量が多くなる見込みであると
の報告がありました。また、営農指導員からは、生育の概況

として着果量が多いことや、防除に
関する注意点について説明があり、
販売担当者からは出荷規格や集荷計
画について説明がありました。最後
には一人ひとりが入念にサンプルの
確認を行いました。

中晩柑の目揃え会を開催！

日高町の紀南農機資材事務所にて第1回 紀州地域本部　農機初荷式を開催し、JA
役職員や農機具メーカーなど約40人が出席しました。初荷を行ったのは、昨年11
月の展示会で成約した、トラクター、コンバインなどの農機具で、目標の3,500万
円を大きく上回る4,800万円の売り上げとなりました。芝副組合長は挨拶で「日頃
から組合員さんの気持ちに寄り添っている皆様のおかげです。JAで良かったと思っ
てもらえるよう、これからも精進していきたい」と話しました。その後、阪本地域
本部長の音頭で乾杯し、拍手に包まれる中、農機具を積んだトラック10台の出発を
参加者全員で見送りました。

第1回 紀州地域本部　農機初荷式を開催

スターチス
お正月向けに出荷

紀州 花野果市〈HIRO御坊店〉
からのお知らせ

まりひめ苺 5月上旬頃ま
で販売！

今年も
おいしく
できました‼朝採りの新鮮な苺を

出品しています。

紀州地域版
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う 

め
2
月
は
開
花
期
で
す
。
結
実
安
定
生
産

の
重
要
な
時
期
で
す
。

◦
ミ
ツ
バ
チ
の
設
置
・
保
護
に
つ
い
て

ミ
ツ
バ
チ
は
雨
の
降
ら
な
い
日
で
12
℃

以
上
・
風
速
が
３
m
以
下
の
時
活
動
が
活

発
に
な
り
ま
す
。

受
粉
不
良
園
で
は
、
必
ず
ミ
ツ
バ
チ
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
。（
1
箱
／
10
a
）

梅
の
開
花
期
間
中
（
貸
し
出
し
し
た
ミ

ツ
バ
チ
の
回
収
が
済
む
ま
で
）
は
、
ミ
ツ

バ
チ
保
護
の
た
め
農
薬
散
布
は
絶
対
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

一
度
置
い
た
場
所
を
絶
対
に
動
か
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

◦
交
配
の
実
施
に
つ
い
て

交
配
樹
の
少
な
い
園
地
で
は
、
水
を
入

れ
た
容
器
に
、
交
配
樹
を
入
れ
る
等
対
策

等
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、そ
の
よ
う
な
園
地
に
つ
い
て
は
、

満
開
後
に
高
接
ぎ
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◦
茶
ガ
ス
症
の
対
策
に
つ
い
て

開
花
期
間
中
に
不
完
全
花
（
黄
色
っ
ぽ

く
・
小
さ
く
・
完
全
に
開
か
な
い
花
）
が

多
く
、
開
花
の
不
揃
い
や
結
実
不
良
が
見

ら
れ
る
樹
に
つ
い
て
は
、
ウ
イ
ル
ス
に
犯

さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
満
開

期
に
は
、
判
定
し
や
す
い
の
で
、
そ
の
樹

に
目
立
つ
テ
ー
プ
等
を
貼
り
付
け
、
剪
定

時
に
剪
定
道
具
を
分
け
る
な
ど
適
正
な
管

理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

※�

蜂
の
箱
を
閉
め
る
の
は
回
収
日
当
日
の

夕
方
で
す
！

前
日
の
夕
方
や
当
日
の
朝
に
箱
を
閉
め

る
と
、
箱
内
が
高
温
に
な
り
死
ん
で
し
ま

う
の
で
間
違
え
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て

く
だ
さ
い
。

果
樹
柑
橘

◦
土
つ
く
り

2
月
～
3
月
は
土
つ
く
り
月
間
で
す
。

長
年
石
灰
を
施
用
し
て
い
な
い
園
で
は
土

壌
が
強
酸
性
に
な
っ
て
肥
料
の
吸
収
が
低

下
し
ま
す
の
で
計
画
的
に
施
用
し
て
く
だ

さ
い
。
特
に
こ
こ
数
年
ゆ
ら
早
生
や
不
知

火
の
高
糖
度
品
種
は
冬
期
に
葉
が
黄
色
く

な
る
症
状
が
目
立
ち
ま
す
。
原
因
と
し
て

夏
の
高
温
干
ば
つ
や
成
り
疲
れ
に
よ
る
樹

勢
低
下
が
原
因
だ
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

積
極
的
に
有
機
物
の
投
与
や
客
土
・
中

耕
を
行
っ
て
通
気
性
と
細
根
量
の
確
保
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
異
常
気
象
が
日
常
化

し
つ
つ
あ
る
今
日
、
一度
原
点
に
立
ち
返

り
、
強
靭
な
樹
体
づ
く
り
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

◦
剪
定

基
本
的
に
は
①
主
枝
と
の
競
合
枝
の
間

引
き
②
内
向
枝
、
立
ち
枝
、
下
垂
枝
を
除

去
③
枯
れ
枝
の
除
去
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
黒
点
病
と
緑
斑
症
防
止
の
た
め
）

結
果
母
枝
が
多
く
豊
作
型
の
樹
で
は
春

枝
の
量
を
剪
定
で
調
節
し
同
時
に
新
梢
の

発
生
を
促
進
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

結
果
母
枝
が
少
な
い
不
作
型
の
園
で
は

で
き
る
だ
け
昨
年
発
生
し
た
春
枝
を
残

し
、
混
み
合
っ
た
部
分
の
枝
の
み
剪
定
し

て
く
だ
さ
い
。
し
た
が
っ
て
無
理
に
剪
定

を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置
園
や
樹
高
の
高

①樹高を下げる

③逆向枝

④亜主枝から
　出たたち枝

⑦枯れ枝（年間）

主枝 主枝
亜主枝 亜主枝亜主枝

⑥地際の下垂枝

②内向枝・主枝との競合枝

⑤亜主枝に重なる枝

剪定する枝図 1　温州みかんの剪定の基本

剪定の方法
〈切り返し剪定〉〈間引き剪定〉

小枝の所で剪定
勢いよく新梢が伸び、
着果はしない

同じ大きさの枝の
どちらかを剪定

新梢は弱めの伸びで、
下向きからやや上向きの枝に
着果する

新梢の伸び方剪定の方法 新梢の伸び方

図 2　切り返し剪定と間引き剪定の方法

15



紀州地域版

い
樹
で
枝
が
混
み
合
い
、
薬
剤
が
か
か
り

に
く
い
と
こ
ろ
は
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
が
発
生

し
ま
す
の
で
、
間
引
き
剪
定
を
実
施
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
樹
高
の
高
い
樹
は
2
～
3
年
か

け
て
低
い
枝
に
更
新
し
な
が
ら
徐
々
に
切

り
下
げ
て
く
だ
さ
い
。
一気
に
仕
上
げ
る

と
樹
勢
低
下
や
日
が
当
た
り
す
ぎ
て
樹
脂

病
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

近
年
、
温
州
み
か
ん
の
園
地
で
は
剪
定

し
す
ぎ
（
切
り
す
ぎ
）
の
園
地
も
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
温
州
み
か
ん
は
切
り
す
ぎ
る

と
糖
度
が
上
が
り
に
く
く
な
っ
た
り
、
浮

き
皮
果
を
助
長
し
た
り
も
し
ま
す
の
で
、

あ
ま
り
切
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。（
樹
の
反
対
側
の
景
色
が
良

く
見
え
る
場
合
は
葉
の
数
が
少
な
く
切
り

す
ぎ
で
す
。）

◦
病
害
虫
の
防
除

12
月
～
1
月
に
マ
シ
ン
油
を
散
布
し
て

い
な
い
園
で
は
3
月
中
下
旬
に
ア
タ
ッ
ク

オ
イ
ル
又
は
ハ
ー
ベ
ス
ト
オ
イ
ル
を
80
倍

で
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
時
期
の
散

布
は
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ
や
サ
ビ
ダ
ニ
の
密
度

を
下
げ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
収

穫
の
終
了
し
た
中
晩
柑
類
に
は
、
か
い
よ

う
病
の
防
除
と
し
て
3
月
中
旬
の
発
芽
前

か
ら
発
芽
直
後
に
か
け
て
Ｉ
Ｃ
ボ
ル
ド
ー

６
６‌

D
を
50
倍
に
ア
ビ
オ
ン
E　
1,000
倍
を

加
用
し
て
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
昨
年
多

く
発
生
し
た
園
で
は
越
冬
し
て
し
ま
す
の

で
必
ず
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
マ

シ
ン
油
と
Ｉ
Ｃ
ボ
ル
ド
ー
の
散
布
間
隔
を

約
2
週
間
は
あ
け
て
く
だ
さ
い
。

野 

菜
ミ
ニ
ト
マ
ト

○
草
勢
管
理

季
節
の
変
わ
り
目
に
な
る
た
め
、
天
候

が
不
安
定
な
時
期
で
す
。
日
々
の
気
象
に

あ
わ
せ
た
こ
ま
め
な
ハ
ウ
ス
開
閉
作
業
等

を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
気
温
上
昇
に
伴
い
根
が
活
発
に
活

動
し
て
き
ま
す
。
草
勢
に
あ
っ
た
着
果
量

に
な
る
よ
う
摘
花
（
果
）
作
業
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

降
雨
時
の
裂
果
が
多
く
の
圃
場
で
確
認

さ
れ
ま
す
。
降
雨
前
の
収
穫
を
心
掛
け
、

裂
果
軽
減
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

○
潅
水
作
業

気
温
上
昇
に
伴
い
潅
水
量
は
徐
々
に
増

加
さ
せ
て
い
き
ま
す
が
、
そ
の
際
は
草
勢

や
土
壌
水
分
を
良
く
観
察
し
実
施
し
て
く

だ
さ
い
。

極
端
に
潅
水
量
を
増
や
す
と
品
質
低
下

や
裂
果
発
生
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

反
対
に
潅
水
量
が
少
な
い
と
、
根
痛
み

に
よ
る
ガ
ク
の
黄
化
発
生
の
原
因
と
な
り

ま
す
。

○
追
肥

草
勢
を
良
く
観
察
し
て
施
用
し
ま
す
。

施
肥
量
を
間
違
え
る
と
、
色
ム
ラ
果
の

発
生
な
ど
品
質
低
下
を
招
き
ま
す
の
で
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
病
害
虫
防
除

葉
か
び
病
、
う
ど
ん
こ
病
、
コ
ナ
ジ
ラ

ミ
類
の
発
生
に
注
意
し
、
早
め
の
薬
剤
散

布
な
ど
予
防
対
策
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

ピ
ー
マ
ン
・
ナ
ス

◦
湿
度
管
理

2
月
を
過
ぎ
る
と
気
温
が
上
昇
す
る
こ

と
で
、
葉
か
ら
の
蒸
散
が
多
く
な
る
と
と

も
に
、着
果
量
も
増
加
し
て
き
ま
す
の
で
、

草
勢
維
持
管
理
を
十
分
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
午
前
中
は
湿
度
や
温
度
（
25
～
30
℃

程
度
）
を
保
ち
、
午
後
か
ら
は
換
気
を
中

心
に
、
夜
温
は
ピ
ー
マ
ン
で
は
17
℃
を
、

ナ
ス
で
は
13
℃
を
目
安
に
管
理
し
て
く
だ

さ
い
。

◦
潅
水
・
追
肥

温
度
上
昇
に
伴
い
、樹
勢
を
見
な
が
ら
、

少
量
多
回
数
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

◦
整
枝

冬
場
に
残
し
て
い
た
内
枝
の
整
理
を
行

い
、
主
枝
中
心
に
果
実
を
収
穫
す
る
よ
う

整
枝
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
側
枝

は
伸
ば
さ
ず
、
ピ
ー
マ
ン
に
つ
い
て
は
常

に
1
～
3
節
、
ナ
ス
で
は
1
節
で
摘
芯
し

て
く
だ
さ
い
。

摘
芯
が
遅
れ
る
と
、
収
量
と
品
質
に
大

き
く
影
響
し
ま
す
の
で
、
必
ず
早
め
の
摘

芯
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

◦
病
害
虫
防
除

ハ
ウ
ス
内
が
乾
燥
す
る
と
、
果
実
の
肥

大
や
交
配
、
光
合
成
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。
さ
ら
に
着
果
量
が
増
加
す
る
こ
と
で

草
勢
が
低
下
し
、
う
ど
ん
こ
病
の
発
生
が

助
長
さ
れ
ま
す
。
天
気
の
良
い
日
は
畝
間

に
軽
く
潅
水
し
、
ハ
ウ
ス
内
湿
度
を
保
つ

と
と
も
に
、
発
生
初
期
防
除
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

◦
天
敵
導
入
園

害
虫
が
増
え
て
き
ま
す
の
で
、
天
敵
の

繁
殖
状
況
を
確
認
し
、
少
な
い
場
合
は
早

め
に
追
加
放
飼
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
引
き
続
き
粘
着
テ
ー
プ
の
併
用

も
効
果
的
で
、
ハ
ウ
ス
入
口
、
サ
イ
ド
な

ど
害
虫
が
発
生
し
や
す
い
場
所
に
多
く
設

置
し
て
く
だ
さ
い
。

今
後
も
ス
ワ
ル
ス
キ
ー
や
土
着
の
タ
バ

コ
カ
ス
ミ
カ
メ
が
捕
食
で
き
な
い
ア
ブ
ラ

ム
シ
、
ヨ
ト
ウ
ム
シ
、
ク
ロ
テ
ン
コ
ナ
カ

イ
ガ
ラ
ム
シ
の
発
生
に
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
（
防
除
等
に
つ
い
て
は
営
農
指
導

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
）。
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キ
ュ
ウ
リ

寒
さ
が
緩
ん
で
き
た
ら
蒸
込
み
管
理
は

控
え
、
25
℃
目
安
に
外
換
気
を
開
け
始
め

て
く
だ
さ
い
（
ハ
ウ
ス
内
28
℃
維
持
目

安
）。
ま
た
、
日
射
が
徐
々
に
強
く
な
り

蒸
散
量
が
増
し
て
く
る
の
で
、
1
日
の
潅

水
を
2
回
に
分
け
、
ハ
ウ
ス
内
の
気
温
が

20
℃
を
超
え
た
時
と
25
℃
を
超
え
た
時
の

2
度
潅
水
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し

潅
水
の
し
す
ぎ
は
土
壌
が
酸
欠
に
な
り
や

す
い
の
で
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い

気
温
が
上
が
っ
て
く
る
と
元
肥
の
分

解
、
吸
収
が
強
ま
り
ま
す
。
高
濃
度
の
追

肥
は
養
水
分
の
吸
収
を
阻
害
す
る
の
で
薄

い
濃
度
に
し
、
吸
収
し
や
す
い
追
肥
に
し

て
く
だ
さ
い
。

病
害
虫
は
、
べ
と
病
・
う
ど
ん
こ
病
・

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
・
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
を
中
心

に
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

豆
類

○
ハ
ウ
ス
ウ
ス
イ
・
キ
ヌ
サ
ヤ

気
温
の
上
昇
に
伴
い
生
育
が
早
く
な
っ

て
い
き
ま
す
の
で
、
収
穫
遅
れ
が
な
い
よ

う
に
注
意
し
、
潅
水
は
こ
ま
め
に
実
施
し

て
く
だ
さ
い
。

○
春
取
り
う
す
い
・
整
枝
作
業

•�

降
霜
の
危
険
性
が
無
い
場
所
か
ら
整

枝
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

•�

整
枝
本
数
は
、
圃
場
条
件
に
よ
っ
て

調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

•�

適
期
収
穫
を
心
が
け
終
盤
ま
で
草
勢

の
維
持
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

•�

病
害
虫
の
発
生
に
注
意
し
、
適
期
防

除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ニ
ン
ニ
ク

降
雨
が
多
く
圃
場
に
水
が
溜
ま
り
や
す

い
状
態
は
春
腐
病
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る

の
で
、
防
除
及
び
排
水
対
策
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

4
月
に
入
る
と
摘
蕾
の
時
期
に
な
っ
て

き
ま
す
。
ト
ウ
は
伸
び
き
っ
て
か
ら
少
し

う
つ
む
い
た
時
に
摘
蕾
し
て
く
だ
さ
い
。

早
す
ぎ
る
と
分
球
し
や
す
く
、
遅
い
と
球

肥
大
が
遅
く
な
り
着
色
の
割
合
が
高
く
な

る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
収
穫
は
、

摘
蕾
後
10
日
～
14
日
後
を
目
安
に
下
葉
が

1
／
3
程
度
黄
変
し
た
頃
で
す
。

•�

春
腐
病　
I
C
ボ
ル
ド
ー
6
6
D

（
50
倍
）

•�

さ
び
病　
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル

（
1,000
倍
/
収
穫
7
日
前
ま
で
／
3
回
以

内
）

小
玉
ス
イ
カ

一
斉
着
果
を
目
指
す
ス
イ
カ
栽
培
に
お

い
て
初
期
生
育
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な

り
ま
す
の
以
下
の
こ
と
に
注
意
し
栽
培
管

理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

定
植
準
備
～
定
植

•�

前
作
の
栽
培
終
了
後
に
は
、
ハ
ウ
ス

を
閉
め
切
り
ハ
ウ
ス
内
の
害
虫
の
駆
除

を
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

•�

耕
う
ん
の
際
は
土
壌
水
分
状
態
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い

•�

定
植
時
の
水
分
状
態
、
地
温
の
確
保

が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
の
で

畝
芯
ま
で
の
潅
水
作
業
や
早
め
に
畝
立

て
マ
ル
チ
ン
グ
の
準
備
等
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

•�

初
期
の
根
張
り
促
進
の
た
め
鉢
土
が

乾
燥
し
す
ぎ
な
い
よ
う
定
植
前
に
十
分

な
潅
水
（
ど
ぶ
漬
け
等
）
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

•�

定
植
苗
に
ア
ブ
ラ
ム
シ
、ヨ
ト
ウ
ム
シ
、

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
等
に
対
す
る
粒
剤
や
液
剤

の
薬
剤
施
用
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※�

本
年
度
も
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
等
害
虫
の
発
生

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
前
作
終
了
後
ハ

ウ
ス
の
閉
め
込
み
作
業
の
実
施
を
お
願

い
し
ま
す
。

花
き
類
全
般

ス
タ
ー
チ
ス

彼
岸
需
要
期
に
向
け
、
圃
場
条
件
に
応

じ
た
潅
水
、
温
度
、
肥
培
管
理
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

肥
切
れ
や
水
分
不
足
で
草
丈
が
短
く
な

り
ま
す
の
で
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
灰
色
か
び
病
は
発
生
す
る
と
防

除
が
難
し
く
な
る
の
で
定
期
的
な
防
除
や

換
気
管
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

害
虫
で
は
ダ
ニ
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
発
生

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

カ
ス
ミ
ソ
ウ

日
射
量
の
増
加
と
と
も
に
開
花
ス
ピ
ー

ド
も
速
く
な
っ
て
き
ま
す
の
で
収
穫
遅
れ

が
無
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
2

番
花
の
管
理
に
つ
い
て
、
蒸
し
込
み
を
す

る
場
合
は
日
中
作
物
に
直
接
風
が
当
た
ら

な
い
よ
う
注
意
し
な
が
ら
換
気
を
行
い
、

夜
間
は
閉
め
る
こ
と
で
乾
燥
が
お
こ
ら
な

い
よ
う
努
め
て
く
だ
さ
い
。

病
害
虫
で
は
ダ
ニ
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
、
う

ど
ん
こ
病
の
発
生
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。ス

イ
ー
ト
ピ
ー

日
射
量
の
増
加
と
と
も
に
開
花
が
早
く

な
り
ス
テ
ム
が
短
く
な
り
や
す
い
為
、
草

勢
維
持
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
晴
天
が
続

く
と
予
想
さ
れ
る
場
合
、
潅
水
は
日
中
の

午
前
中
に
行
い
、
草
勢
を
見
て
徐
々
に
潅

水
回
数
を
増
や
し
て
く
だ
さ
い
。
花
シ
ミ

も
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
き
ま
す
の
で
灰

色
か
び
病
の
発
生
に
は
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
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